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名古屋大学中等教育研究センターは、名古屋大学大学院教育発達科学研究科における中等教育研

究の蓄積の上に立ち、高等教育の充実のために中等教育をどのように改善していくかについて、先

導的な実験研究開発を行い、理論的・実践的研究成果を発信していくことを目的としている。本年は、

「1. 学びの社・学術コースム「2. 中津川プロジェクトj、「3. オープンクラスj、14.センター

紀要発行jを主たる活動として進めてきた。

それぞれの概要を以下に示すむ

1.学びの杜・学術コース

f学びの社・学術コース」は、学問訴究の最前線で活躍する名古屋大学を中心とする訴究者たちが、

高校生を対象に、それぞれの学問領域における知の探究の成果や方法、スタイルなどについて、わ

かりやすく解説し、知の探究の楽しみと厳しさを体験してもらうという日的で開設された「学務的

な探究講鹿Jである。高校生が大学レベルの高度な f学びJを体験することにより、各自の適性や、

興味・関心を育み、将来のヴイジョンを法げ、キャリア・デザインの形成へと発展できるように企

画されている。

今年度は、「電子工学探究講鹿J「コンビュータ活用諜究講座j「インフラ工学探究講座J「文学探

究講鹿jf地球市史学探究講座Jr生命科学探究講鹿j「視覚文化探究講麗J「地域医療探究講座jf人

開発達科学探究講窟Jの9講鹿が開講された。このうち、 f地味市民学探究講座Jと「生命科学探

究講座jは、名古愚大学教育学部前属中・高等学校が主として企画と実際の運営を行なった。

以下に、それぞれの講座後に行ったアンケートの結果を記す。複数回、複数コースに渡って開講

された講産の受講者数については、総討を記す。ただし、上記のように附属中・高等学校が企画・

した「地球市民学探究講鹿」と「生命科学探究講座jについては、以下では扱っていなし、

なお、今罰から、大学で志望する学問領域との関連と本学への志望との関連についてもたずねて

いて、この講鹿への参加と との関連についての把握を試みた。
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0講座の満足度

1コース

生徒にとっては、教育を歴史と結び付けて考えることが新しい経験だ、ったようである。今回のテー

マであった子どもの貧困が、実は自分たちの周りにも存在しているという、今まで知らなかった現

実に気付き、驚きを感じたようである。

・2コース

岳分が慣れ親しんでいる学校だけが「学校Jではなく、様々な形があるということを知れたこと

が刺激になったようであるO アメリカの文化など、日本との違いも踏まえて様々な校種の良さを学

ぶことが出来たという声があった。

. 3コース

異文化との出会いということで、留学生を交えて講座が進んだ。彼らと話すこと

貴重な体験となったようだが、交流する持聞が限られてしまったことが残念だ、ったよう

かし、自らの考えを発表する機会が設けられていたことが好評であった。

・4コース

とって

る。し

本講座では、生徒は3人ずつのグループに分かれ、テストを作成するという活動をしている。誤

答を作る難しさもさることながら、テストはそれによって相手の能力の全てを測定できるような完

全なものではないということに気付いたことが驚きであったようである。

・5コース

グループワークが多く、生徒たちにとっては岳分の意見を言い合いながら、雰囲気よく学べたこ

とが好評であった。また、日常で使えるリラックスの仕方を教えてもらったことも、生徒にとって

は満足に繋がったようである。

0講座内容の理解

1コース

貧困の問題は昔から世界中で考えられてきたことであり、今後も考え続けなければならない難し

い問題であると感じたようである。しかしながら、自分たちが一番理解を深めないといけない問題

であるとも受け止めていた。子どもの生活にかかわる正確なデータを増やすことで、この問題の克

服に繋がるのでは、と自分たちなりに考えを深めていた。

・2コース

様々な「学校のかたち」を学んだ、が、それらもほんの一部でしかなく、どこかに開題点を抱えて

いるため、それらを取り除くために学び考えなければならないという意見があった。どのような学
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校が一番良いかは人それぞれであり、自分で考え、

たちの姿を素晴らしいと感じたようである。

. 3コース

を持って自分のやりたいことを学ぶ子ども

本講座でネパールのカースト格差について学び、さらに百本にも普段意識されないが、碍かに格

差問題があることが分かつたという。このように、日本のことをよく知らないことを実感したのは、

異文化を学習することによって自らの文化を相対的に捉えることが出来たためであるという感想、が

開かれた。

・4コース

心理学は一般の人にはあまり関係のないものだと患っていた生徒もいたが、テストなどに使われ

ていることを知り、身近に感じるようになっていた。また、テストの解答を分析することで、開題

の質を上げることが出来るということにも考えが及んで、いたようである。

. 5コース

ストレスと付き合っていくうえで、臨床心理学の知識が役に立っと実感したようである。他者と

円滑な人間関係を築いていくには、自分と相手の気持ちのどちらかを抑えるのではなく、互いに納

得できる代替案を探すことが大切で、あること、そのためには学んだ内容を活かして、自常生活でか

らだやこころを動かしていくことが必要だと感じていた。

0将来学んでみたいという気持ちの変化

1コース

今回、子どもの権利という概念の先駆けとなったヤヌス・コルチャックが取り上げられており、

彼について、また彼の思想についてさらに学びたいという意見が出た。また、彼の他にも、

で教育について様々 を与えた入について調べたいという気持ちを持ったようである。

. 2コース

問題児と呼ばれる子どもや不登校の子どもが、どのような学校を望んでいるのか、教師に対して

どのような思いを持っているのか、また、これから先どのような教育が求められているのかと更に

深く学びたいという意見があった。多種多様な学校のあり方が告本にあまり広まっていないことに

ついても、アメリカの文化と比較しながら考えていきたいという声もあった。

. 3コース

したいと考えている生徒は、日本の現状や文化を深く知る必要があると感じたようで

ある。今回の講産を通じて、他国から見た日本はどのようなものか、また、自本と近い文化を持つ

はどこにあるのかなどいった疑問も生まれ、日本を再発見し、地者を理解していこうという
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企画5 28白夜 「生徒俳句コンテスト優秀作発表・表彰j

生徒自主企画

企画6 3日毘午前「法と正義について考えるJ

法学研究科和田肇先生

3. オーフ。ンクラス

2005年から開始した、附属中・高等学校の授業を学内に向けて公開する事業である「附属学校オー

プンクラスJは、本年度は10月28日～ 11月1日の 5日間に実施した．

公開された授業は次の通りである。

・ 10/28 3限英語中 1B （仲田）

・ 10/28 4眼科学基礎高2B （中村忍）

・ 10/29 2限 SLPH自然と科学高 1A （中野、竹内、渡透）

・10/29 2限美術中2B （岡村）

・ 10/29 3限 SLPII自然と科学高 IC （中野、竹内、

・10/29 3寂国語中2B （佐光）

・ 10/29 4限防災訓練

・10/30 2限地理中 lA

・ 10/30 2践数学中3B （浅井）

・10/30 3限数学高2B （杉山）

・10/30 4限理科中 3A （石川）

・ 10/31 2誤世界史A 高 1A （曽我）

・10/31 2限数学 高1C （金子）

・ 10/31 2限英語 高lB （佐藤愛子）

・ 11/ 1 2眼 SLPII情報と社会高2C （中村明彦、原、三小田）

・11/1 3限 SLPII情報と社会高2B （中村明彦、原、三小田）

・11/1 4限 SLPII情報と社会高2A （中村明彦、原、三小田）
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F学びの社調学街コースj事後アンケート

2013年一月－ s実施

これは「学びの杜・学術コースJ（ ）講座の終了にあたり，参加者の皆さんに回答をお騒いするアンケ

ートです．このコース全体の改善に役立てるためのものですので，率直に答えて下さい．

一一一半年（男・ -f;() （よろしければ→）氏名

1. r学びの社j受講のきっかけ事動機を教えてください．

2.この講産を受講して最も印象に残った講鹿内容jまどんなことですか？

3.この講座を受講した満足度はどのくらいでしたか？次の項目の中からOをつけて下さい。

＜非常に満足 ・ iまぽ満足 ・ 少し不議 ・ 非常に不溝＞

4.この講癒を受講して、あなたは講座の内容について理解することがで寺ましたか？

＜非常に農く理解できた a 理解できたー以前と変わらない・良く分からなくなった・全く分からなくなった＞

また、講窪の内容と担金の様々な課題との欝わり，講E室内務のこれからの可能性などについて考えたことや感じたことを

自由に書いてください．

5.講麓で学んだ内容を今後学んでみたいという気持ちは高まりましたか？以下の項患の中からOをつけて下さい。

＜非常に寓くなった・ある稜度高くなった・以欝と変わらない・ある程震低くなった・非常に低くなった＞

6. この講鹿の受講と大学進学との関探について教えてくださいー

この講患の内容は，大学で勉強しようと考えている内蓉と関採が くある ・ない＞．

fあるjの人→その考えはこの講麗を受けて ＜強まった ・ 変わらない ・ 弱まった＞．

fあ るjの人一強学志望先は，今回の議墜の先生の所議する名古農大学の学部くである ・ ではない＞．

fであるjの人一喝古麗大学への志望はこの講麗を受けて＜強まった ・ 変わらない ・ 弱まった＞．

質問は以上です．ありがとうございました．
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